
 
 
 
 
 
  
                                                            
 
『 平成１７年の仕事始めは制作所の除雪から… 

～ 除雪の後は美味しい？雑煮で１日早い鏡開き ～ 』 
  

 平成１７年も１ヶ月が過ぎ、２月４日は立春。暦のうえでは春なのですが…。何年か振りの大雪で春どころか冬真っ直中

です。皆さんも連日雪片付けに追われ、雪を捨てる場所が無いとか、腰が痛い肩が痛いなどと叫んでいる事でしょう。 

さて、当会の平成１７年仕事始めは、１月１０日、制作所の除雪から始まりました。屋根雪が落ちる積もるを繰り返し、

制作所の窓は雪で覆われ、まるで雪に埋もれた山小屋のようでした。仕事始めに集まった会員は５名。制作所には雪ベラ・

スノーダンプ・鉄スコップが１つずつあるだけ…。急遽、、 

スノーダンプとスコップを追加購入して除雪の開始。完全 

装備の佐々木副会長と小笠原事務局長には屋根に登っても 

らい、高所恐怖症の私は軒下で落とされた屋根雪を女性軍 

２人（飯田さんと中島さん）と共に除雪する係。始めるこ 

と約３時間屋根雪を落としきり、窓も見えるようになり、 

ある程度の駐車スペースも確保出来て一安心。これで翌日 

からの納品用ねぶた修復作業の準備が無事に整った事にな 

ります。引き続き制作所の中で除雪も無事に終わったとい 

う事で、１日早い鏡開きを行いました。鏡開きでは、私特 

製の雑煮を振る舞い、皆さんに食べて頂きました。美味し 

かったかどうかは食べた人に聞いてみて下さい。             《 屋根雪を下ろし終えた愉快な仲間達 》 

        【記：高谷俊幸】 

                                                           

 

『 今年で事務局長就任２年目です。今年は… 』 
  

 先日、無事に平成１７年定時総会も終わり、今年の方針が決まりました。昨年と比べ、特に大きな変更などはないために

何事も無く無事に過ぎて欲しいのだが、今年も１年、いろいろなことが起こるのだろうな？と、思いつつ頑張って行こうと

思います。 

現在はねぶたの納品に向けて着々と前年のねぶたを修正しながらの紙貼り作業をしていますが、２月中には十人担ぎ・一

人担ぎ共に無事作業を終えることが出来そうです。３月に入ったらいよいよ書割り・ロウ書き・色付けをし、４月上旬には

納品となります。皆、仕事の合間を縫って作業をしてくれています。 

さて、私が事務局長になって今年で２年目を迎えることになりましたが、昨年を振り返ってみると…さて、重要なことを

何かしたのかな？と、思います。が、いろいろちゃんとやっています。外部書類の作成や連絡、資料のファイリングなどで

す。外部書類の作成やなんかについては、特に問題も無く進んでいるものと思います。これに関してはビジネス実務検定の

資格が役に立ちました。身近なところから言えば、毎月の会報発送の文章作成と発送は私がしているんですよ（文面が毎度

同じなので、作っているとは言えないんですけどね）。資料のファイリングは、今まで年毎にただ乱雑に分別していただけ

だったのだが、資料保存も兼ねてちゃんとファイルに分別して１年分の資料なんかを整理しています。やってみるとこれが

結構大変で、仕事の資料整理と違って、慣れていないので大変です。でも、この間ようやく平成１６年分を整理し終えるこ

とが出来ました。なんとか一段落です。 

そんなこんなですが、昨年と同様にのんびりとマイペースで事務局長をやって行こうかと思ってます。こんなことを言う

と会長からまた「なんでそんなにアバウトに出来るんず？わはちゃんとやんねぇば気が済まねぇんず。」って言われてしま

うような気がします。でも元来、Ｂ型の私にとっては多少大雑把でも「これでいいべ。」で片付けてしまうので、Ａ型の会

長とは若干食い違うところもあるのですが、これはこれでうまく物事が行っているので良いかな？と思っています。とりあ

えず、こんな風に今年も１年頑張って行こうと思います。                    【記：小笠原広昌】 

 




